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気づき・考え・実行する
～青少年赤十字登録式～
５月２１日（火）の朝行事の時間、全校児童参加のもと、

青少年赤十字登録式を行いました。委員会の担当児童の進行

の中、活動内容の発表や登録の署名、１年生へのワッペン授

与、誓いの言葉などを行いました。

青少年赤十字には、次の３つの実践目標があります。

①「健康安全」とは、人間にとって大切な命を守るために、

自分の健康だけでなく、みんなの健康を守る活動。

②「奉仕活動」とは、自分が今みんなのために何ができるか 【登録署名の様子】

を考えて、それを進んで行うこと。

③「国際理解・親善活動」とは、外国の人やその国のことに

ついて、正しく知って交流を深めること。

そして、これら３つの目標を実現するために、普段から子

どもたちに意識してほしいことが、「気づき・考え・実行す

る」ということです。

今年度、六小では、次のような活動を進めていきます。児

童のみなさんの自主的な活動を応援しています。

★赤い羽根や緑の募金活動

★書き損じはがき等の回収活動 【朝のゴミ拾いの様子】

★青少年赤十字トレーニングセンターへの参加

★その他さまざまな奉仕活動

感性を磨き、心を豊かに
～読書のすすめ～

六小では、毎週木曜日の朝の時間が全校読書の時間とな

っています。「よみうさぎ」というボランティアのみなさん

の読み聞かせを聞いたり、自分で選んだ本を読んだりして

います。また、昼休みには、図書委員会の児童も読み聞か

せを行ったりしています。

読書をすることで、子どもは多くの言葉や知識を学びま

す。また、文章からその場面を想像することで、感性を磨

き、表現力を高めることにもつながります。 【読み聞かせ様子】

子どものうちから読書の習慣を身につけるためには、学校での読書や指導だけでは十分とは言

えません。ご家庭の協力が必要不可欠です。低学年のうちは、保護者の方が家で読み聞かせを行

ったり、一緒に本を読んだりすることもできます。また、高学年になったら、休日に本屋に行っ

たり図書館に行ったりすることもできます。

子ども達が、日頃から本に接する機会が増えるように、ご家庭でも話題に取り上げてください。

よろしくお願いします。



安全への意識を高める
～避難訓練の実施～

５月２０日（月）２校時、「日常生活における安全への

意識を高め、災害発生時においても冷静沈着かつ敏速に対

応できる能力を養う。」ことを目的に、全校での避難訓練

を実施しました。

今回は、地震及び火災の発生という想定での避難訓練で

すが、どの児童も真剣に取り組み、３分１０秒で全員の避

難が完了しました。消防署の署員の方からも、「素早い避

難で、とても素晴らしい」という言葉をいただきました。 【避難する児童の様子】

保護者・地域の力を結集
～クリーンプロジェクト・バザーの実施～
５月２５日（土）、午前８時から「六小クリーンプロジェ

クト」を実施しました。早朝にも関わらず、保護者４２名、

児童３１名の協力をいただき、校庭の側溝清掃や、花壇の整

備・清掃を行いました。側溝には落ち葉や土砂が堆積し、参

加した方が汗を拭いながら掻き出しました。大変な作業でし

たが、側溝も花壇も見違えるようにきれいになりました。六

小の校庭の水はけのよさは、この作業のお陰だとあらためて 【側溝清掃の様子】

感じました。参加した保護者のみなさん、児童のみなさん、

本当にありがとうございました。なお、この日何名かの職員

は、プール開きに備え、プールの清掃を行わせてもらいまし

た。

続けて１０時からは、体育館において「六小バザー」を実

施しました。ＰＴＡ役員の方々が事前に準備を行い、この日

を迎えました。寄贈していただいた品物も順調に販売され、

この日の売り上げは、５７，２００円でした。子ども達のた

めに有効に使わせてもらいます。ご協力ありがとうございま

した。 【バザーの会場】

命を守るための訓練
～救急蘇生法講習～
５月２７日（月）、館林地区消防組合の救急救命士の方３

名を講師にお招きし、来たるべき水泳指導のシーズンを前に、

救急蘇生法の講習会を実施しました。

本校職員と、５名の保護者の方が参加し、３つのグループ

に分かれて、前半は胸骨圧迫による蘇生法の講習です。訓練

用のダミーの人形を前に、その時とるべき行動の優先順位や

圧迫の方法等、具体的にお話を聞き、訓練を行いました。 【訓練の様子】

後半は、ＡＥＤによる訓練です。機会の操作方法等、細かい

点まで話を聞き、ＡＥＤの操作を覚えました。

最後に、これからの季節に重要な「熱中症」への対応について、予防や対処法について貴重な

お話を伺うことができました。

実際にこのような場面が起きないように最善の注意を払うことはもちろんですが、参加した私

たちにとっては有意義で貴重な時間でした。講師のみなさん、ありがとうございました。


